
昭
和
二

十
入
年
に

於
げ
る

国
語
学

界
の

展

望

一

、

国
語
学
史
・
国
語
史

喜

章

子

岳

昭和二十八年に於ける国語学界の展望

厳
正
な
意
味
で
の
「
史」
を
放
っ
た
も
の
以
外
に 、
古
い
も
の
を
資
料
と

し
て
お
れ
ば
ど
う
い
う
方
法
見
方
を
と
っ

て
い
よ
う
と 、
す
ベ
て
国
語
史
と

称
す
る
常
識
的
習
慣
の
よ
し
あ
し
は
さ
て
お
き 、
と
に
か
く

現
代
語
以
前
の

も
の
を
対
象
と
し
た
も
の
に
つ
い
て
「
展
望
せ
よ」
と
の
ζ
と
で
あ
る。
い

い
わ
け
は
引
受
け
た
以
上
卑
怯
で
あ
る
が 、
そ
れ
で
も
倫
一
言
せ
ず
に
は
お

れ
な
い 。
仏製
か
避
速
の
地
に
暮
す
身
で
は
す
べ
て
の
業
績
に
目
を
通
せ
た
と

は
思
え
ず 、
叉
短
時
日
で
諸
氏
の
労
作
を
理
解
す
る
と
と
も
私
に
は
難
い
こ

主
で
あ
る。
二
重
の
意
味
で
非
常
に
失
礼
を
重
ね
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
の

で
あ
ら
か
じ
必
お
許
し
を
頂
き
た
い 。
漠
然
と
国
語
学
史
と
国
語
史
と
に
三

大
別
し 、
国
語
史
に
随
時
小
項
目
在
設
け
て
ゆ
く 。

付

国
語
学
史

「
国
語
学
史
断
章
!

万
葉
集
の
編
纂」
(
人
文
研
究
四
ノ
六)
塚
原
鉄
雄
氏 。

。。

過
去
の
国
語
史
認
識
上
の
問
題
に
つ
き 、

編
纂
さ
れ
た
万
葉
集
を
一
例
と
し

て
論
じ
た
も
の。
視
角
を
変
え
れ
ば
万
葉
集
の
性
格
論
と
な
っ
て
文
学
乃
至

は
文
献
学
の
分
野
に
も
な
る
が 、
題
自
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
「
言
語
K
於

け
る
歴
史
性
の
把
握
が
い
か
に
な
さ
れ
た
か」
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
ら

敢
て

ζ
の
攻
に
お
さ
必
た 。
色
々
のs
点
で
問
題
も
あ
ろ
う
が 、
「
言
語
の
意
識
・

反
省」
と
い
う

命
題
の
後
に
あ
る
諸
種
の
世
界 .
を
一
般
的
に
示
し
て
い
る。

そ
の
他 、
国
語
学
研
究
警
に
つ
い
て
の
研
究
は
か
な
P
あ
ウ
た 。
類
家
名
義

抄
に
つ
い
て
は
二
つ
の
す
守

れ
た
研
究
が
あ
る。
一
は
渡
辺
修
氏
の
「
図
書

寮
本
類
表
名
義
抄
と
石
山
寺
蔵
本
大
般
若
経
字
抄
に
つ
い
て」
ハ
国
語
学
十

コ
て
十
四)
で
あ
p 、

他
は
築
島
裕
氏
の
「
漢
文
訓
読
史
資
料
と
し
て
の
図

書
寮
本
類
表
名
義
抄」
(
十
月
東
京
国
語
学
会
研
究
発
表
会)
で
あ
る。
前

者
は
名
義
抄
の
公
任
伝
の
呉
音
か
ら

公
任
撲
の
大
般
若
経
学
抄
を
実
証
し
た

も
の。
後
者
は
名
義
抄
の
引
用
の
正
確
さ
れE
利
用
し
て
現
在
で
は
失
わ
れ
た

古
点
を
再
現
し 、
逸
警
の
音
義
を
推
定
し
た
り
す
る
の
で
あ
る。
「
妨
小
路

式
の
相
伝
に
づ
い
て」
(
国
語
と
国
文
学
五
月)
は 、
根
来
司
氏
の
テ
1
7

で
あ
る
姉
小
路
式
の
制
作
者 、
相
伝
等
に
つ
い
て
の
新
し
い
推
定
を一示
さ
れ

た
も
の。
「
色
葉
字
類
抄
考
証」
(
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
四)
は
佐
藤

喜
代
治
氏
の
引
続
い
て
の
労
作
で 、
成
立
・

書
写
@

誤
訓
等
の
問
題
の
外 、

意
味
な
ど
も
放
つ

で
あ
る。
馬
淵
和
夫
氏
に
は
「
韻
鏡
研
究
の一
系
統
|

韻

鏡
秘
決
と
七
種
反
音
を
中
心
と
し
て
l」

(
国
語
ニ
ノ
二
三
四
合
併)
が
あ

り 、
諸
種
の
伝
本
の
関
係
の
実
証 、
中
心
人
物
の
実
厳@
照
珍
の
学
統
推
定

を
行
わ
れ
た 。
室
町
時
代
に
な
る
と
遠
藤
嘉
基
氏
以
下
二
三
の
手
に
な
る

「
抄
物
目
録」
の一
部
発
表
が
あ
pハ

国
語
国
文
二
十
ニ
ノ
十) 、
森
田
武
氏

に
は
ハ
国
語
学
十一一
了
十
四)
の
「
落
葉
集
本
篤
の
組
識
に
つ
い
て」
及
び

「『
捷
解
新
語』
成
立
の
時
期」
(
五
月
京
都
国
語
学
会
研
究
発
表
会U
が
あ

る。
前
者
は
キ
p
y
nア
ジ
版
落
葉
集
の
組
織
を 、
母
字
・

熟
字
の
排
列
方
針

に
つ
い
て
A
B
C
順
や
意
味
的
聯
関
の
問
題
か
ら

詳
細
に
調
査
し
た
も
の。

�� 
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単
に
一
落
葉
集
に
止
ら

ず 、
キ
リ
γ
タ
ン
語
学
会
般
の
問
題
を
も
合
む
と
恩

わ
れ
る。
後
者
は
歴
史
的
事
実
と
そ
の
組
織
等
の
丹
念
な
掛
合
せ
に
よ
る
新

語
成
立
時
期
の
推
定
で
あ
る。
「
方
言
意
識
上
に
お
け
る
中
世」
ハ
国
語
ニ
ノ

一
)
永
山
勇
氏 。
中
世
に
於
け
る
方
言
意
識
の
新
傾
向
と
し
て
東
言
葉
に
対

す
る
自
覚 、
方一
吉
区
劉
的
意
識 、
方
言
比
較
説
の
先
制此
等
&
考
え
ら

れ
た 。

「『
あ
ゆ
ひ
抄』
に
お
け
る
六
運
の
用
語
例
に
つ
い
て
」
(
国
諸
国
文
学一
号 、

二
号U
は 、
佐
藤
茂
氏
の
あ
ゆ
ひ
抄
に
つ
い
て
の
一
連
の
労
作
の
一
部
で
あ

る
が 、
成
章
の
有
名
な
時
代
区
分
の
術
語
及
び
そ
れ
に
関
す
る
語
例
を
索
引

的
に
集
必
ら
れ
た
も
の 。
持円
あ
ゆ
ひ
抄
に
関
聯
し
て
は
竹
岡
正
夫
氏
に
「
富

士
谷
成
章
と
上
回
秋
成
と
の
関
係」
(
国
語
二
ノ
二
三
四
合
併)
が
あ
る。

あ
ゆ
ひ
抄
と
安
永
三
年
刻
の
也
哉
抄
と
の
関
係
の
一
致
を
推
定
し 、
成
章
が

宣
長
よ
P

以
前
に
独
立
し
て
オ
ヲ
の
所
属
を
正
し
て
い
た
ζ
と
を
証
明
す
る

も
の 。
岡
田
正
世
氏
は
「
二
種
類
の
活
語
余
論
「(
国
語
国
文
学
二
)
「
活
語

余
論
の
所
説
に
つ
い
て」
(
同
上
一
)
に
於
て
同
警
の
書
誌
的
問
題
・

内
容

に
つ
い
て
考
究
さ
れ
た 。
「
江
戸
時
代
の
文
章
論」
(
国
語
学
十
五)
市
川
孝

氏 。
従
来
さ
ほ
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
分
野
で
あ
る
が 、
文
章
の

研
究
史
上
江
戸
が
如
何
な
る
様
相
を一示
す
か
漢
文
主
国
文
と
に
分
け
適
正
な

解
説
を
加
え
た
も
の 。
「
江
戸
言
葉
の
ア
P
セ
ン
ト
に
つ
い
て
の
一
資
料」

(
国
語
学
十
二
)
福
島
邦
道
氏 。
斎
藤
彦
麿
の
音
声
論
の
紹
介 、
及
び
そ
れ

の
有
す
る
資
料
価
値
に
づ
い
て
の
論
で
あ
る、
芸
林
の
四
の
一
|

三
に
於
て

山
田
孝
雄
博
士
は
「
所
謂
神
代
文
字
の
論」
を
発
表
さ
れ
た
が 、
種
占
の
神

代
文
字
存
在
論
に
完
獲
の
実
証
的
止
め
を
さ
す
も
の
で 、
ζ
の
穫
の
と
と
に

つ
い
て
は
と
れ
以
上
何
の
論
ず
べ
き
こ
と
も
な
い
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る。

伺
国語史

(
原
始
期
・

上
代)「
日
本
語
と
南
島
諾
諾
l

系
譜
関
係
か
寄
与
の
関
係
か」

(
季
刊
民
族
学
研
究
十
七
ノ一一)
泉
井
久
之
助
博
士 。
日
本
語
は
オ
I
R
ト

ロ
ネ
ジ
ヤ
語
に
つ
い
て
系
誇
関
係
は
も
た
ぬ
が
原
初
の
語
会
構
成
に
当
P

寄

与
的
関
係
を
十
分
も
っ
と
と
の
考
察 。
俗
間
に
怪
し
げ
な
日
本
誇
南
方
語
源

説
が
風
麟
す
る
折
か
ら 、
こ
の
穏
の
真
に
学
問
的
な
研
究
は
多
く
の
人
に
よ

ワ
て
な
さ
れ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る。
二
十
八
年
は
系
統
論
的
な
論
文
が
あ

ま
P

見
当
ら
な
い
よ
う
で 、
一
層
こ
の
望
み
は
切
で
あ
る。
原
始
日
本
語
に

入
る
と 、
大
野
晋
氏
に
「
上
代
仮
名
遣
の
研
究」
(
岩
波
書
后
六
月
刊)
の
あ

る
と
と
は
喜
ば
し
い 。
何
ベ
ん
か
書
評
の
対
象
と
な
っ
た
と
と
で
も
分
る
よ

う
に 、
と
に
か
く

種
々
の
意
味
で
と
の
分
野
に
寄
与
す
る
所
の
多
い
も
の
で

あ
る。
ζ
の
書
の
出
版
を
機
に
益
と
の
方
面
の
探
求
が
避
に
な
る
と
と
で

あ
ろ
う 。

仲間
大
野
氏
に
は
「
日
本
語
の
動
詞
の
活
用
形
の
起
源
に
つ
い
て」

ハ
国
語
と
国
文
学
六
月)
が
あ
P 、

単
な
る
史
的
問
題
の
解
明
の
み
な
ら

ず

汎
時
論
的
な
日
本
語
の
活
用
そ
の
も
の
L

文
法
的
特
性
を
暗
示
す
る。
万
葉

関
係
に
な
る
と

学
界
は
中
は
P
に
ぎ
わ
し
い 匂
単
行
本
で
は
平
凡
社
か
ら
す

ぐ
れ
た
意
図
と
実
践
に
み
ち
た
万
葉
集
大
成
が
金
二
十一
巻
中
今
年
度
八
冊

刊
行
さ
れ 、
国
語
学
ょ
に
も
益
す
る
所
が
大
層
大
き
い 。
そ
の
他
誇
論
文
で

は
文
法
方
面
に
「
助
動
詞
『
た
り』
の
形
成
に
つ
い
て」
(
万
葉
七)
春
日
和

男
氏 、
「
万
葉
集
の
助
詞L
ハ
解
釈
と
鑑
賞
十
二〉
林
大
氏 、
「
助
詞
『
に
@

と』
の
相
関
|

万
棄
を
主
と
し
て
1」

(
国
語
学
十一
輯)
比
島
正
年
氏
等
が

あ
る。
春
日
氏
は
「
た
p
-

て
あ
り」
の
問
題
を
考
え
ら
れ 、
林
氏
は
万
葉e

の
助
詞
中
の
願
望
と
疑
問
に
つ
い
て
各
情
緒
聞
の
流
動
的
関
聯
を
考
え
ら
れ

新
見
を
み
せ
て
お
ら
れ
る。
比
島
氏
は
曲笠
宮
な
実
例
で
「
に
・
と」
助
詞
の

機
能
的
相
関
を
論
じ
ら
れ
た
が 、
更
に
問
題
を
諸
方
面
に
発
展
さ
せ
る
と
と

も
出
来
て
有
益
で
あ
っ
た 。
音
韻
方
面
に
は
「
万
葉
仮
名
『
伊』
『
以』
な

ど」
(
五
月
京
都
国
語
学
会
研
究
発
表
会〉
宮
島
弘
氏 、
「
借
音
仮
名
と
し

56 



て
の

震
内
入
声
音
」
(
愛
媛
国
文
研
究
二
)
「
入
声
音
よ
り
み
た
人
麿
の

用
字

法
」

(
万
葉
七
)

以
上
三

官
陽
氏
等
が
あ
る
。
一一一
士口
氏
は
屡
内
入
声
音
の

倍

音
史
上
の
万
葉
集
の
位
置
を
考
察
さ
れ 、
倍
音
仮
名
と
し
て
あ
ま
P

好
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
屠
内
入
声
音
が
万
葉 、
特
に
入
麿
の
歌
に
至
p

国
語
化
し
て

駆
使
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る。
意
味
乃
至
は
解
読
方
面
で
は
「『
わ
わ
ら
ば』
と

『
わ
く
ら
ば』」
(
万
葉
入)
井
手
至
氏 、
「
音
と
光
l

『
玉
響』
解
読
の
方

法」
(
国
語
国
交
二
十一}
ノ
八)
佐
竹
昭
広
氏
が
あ
る。
前
者
は
古
来
難
解

と
さ
れ
て
い
た
「
わ
わ
ら
ば」
を
「
わ
く
ち
ば」
E
関
係
さ
せ
明
快
な
論
旨

で
解
釈
じ
た
も
の。
一
般
に
誤
解
に
つ
い
て
の
問
題
を
も
合
む
と
考
え
ら
れ

る。
後
者
は
「
玉
響」
を
タ
マ
カ
ギ
ル
と
よ
む
と
と
を
誤
字
説
に
基
か
ず 、

音
と
光
を
共
通
の
感
覚
で
捉
え
る
人
間
の
普
遍
的
心
理
傾
向
の
あ
る
ζ
と
か

ら
印
欧
語
等
の
諸
例
で
補
い
つ
L

論
じ
た 。
解
説
の
た
め
と
断
っ
て
あ
る
が

と
と
ば
の

創
造
、
絶
対
的
比
絞
等
の

大
き
い
問
題
を
も
合
み
、
一

つ
の

提
論
・

方
法
と
な
P

得
た 。
用
字
法
で
は
「
万
葉
集
に
お
け
る
『
之
』
の
用
法
l

表

音
表
記
の
誇
巻
考
察
l」

(
岡
山
大
学
犯
要
二)
井
上
富
藤
氏
が
あ
る。
万
!

葉
の
「
之」
字
と
表
音
表
記
の
原
則
と
の
結
合
の
様
子
を
み 、
種
h
の
問
題

を
み
ち
び
い
た
も
の。
万
葉
以
外
で
は
「
音
韻
と

語
法
l

仏
足
石
の
歌一
首

l」
(
解
釈
と
鑑
賞
十
二)
阪
倉
篤
義
氏 、
「
淳
仁
称
徳
朝
の
宣
命」
(
十
月

東
京
医
語
学
会
研
究
発
表
会)
長
尾
勇
氏 、
「
古
事
記
の
文
体
に
関
す
る
序

説
的
考
察」
(
名
大
文
学
部
論
集
四)
尾
崎
知
光
氏
等
が
あ
る。
阪
倉
氏
は

仏
足
石
歌
中
の
乃
郁
留
良
に
ヲ
い
て
従
来
の
無
理
な
一
語
説
を
訂
正 、
四
活

ノ
ク
(
保
存
す
る
の
意)
十
ア
リ
と
解
さ
れ
た 。
尾
崎
氏
は 、
近
頃
諸
氏
に

よ
っ
て
論
の
あ
る
古
事
記
文
体
の
解
釈
を
さ
れ 、
古
事
記
で
は
そ
の
性
格
上

文
学
は
ζ
と
ば
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
p 、

文
献
ら
し
さ
を
と
L

の
え
る
た

め
の
顧
慮
は
消
極
的
に
な
さ
れ
た
と
の
と
と
を
基
点
に
色
々
論
じ
ら

れ
た 。

と
の
種
の
問
題
は
い
う
ま
で
右
な
〈

序
文
の
完
全
な
理
解 、
本
文
の
性
格
の

種
々
性
の
解
明
が
当
時
の
歴
史
事
実

に支一
え
ら
れ
て
な
さ
れ
る
と
と
が
必
要

な
の
で
あ
ろ
う
か
ら 、

今
後
と
も
す
ぐ

れ
た
誇
発
表
を
ま
っ
ζ
と
切
で
あ

る。
「
古
事
記
用
字
法
に
関
す
る
一
試
諭
l

者
と
い
う
字
に
つ
い
て」ハ
人
文

研
究
四
ノ
九」
草
木
孝
次
郎
氏
も 、
そ
う
し
た
立
場
の一
づ
と
し
て 、
「
者」

字
の
使
用
法
か
ら

古
事
記
の
成
立
を
推
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

ハ
中
古)
十
月
に
訓
点
誇
学
会
が
誕
生
し
た 。
一
見
少
〈
と
も
方
法
論
や
資

料
の
点
に
於
て
実
に
特
殊
に
思
わ
れ 、
か
つ
困
難
の
多
い
こ
の
穣
の
学
問
に

う
ち
こ
む
人
が
次
々
に
各
地
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
と
は
す
ば
ら
し
い
ζ
と

で
あ
っ
た
が 、
と
う
し
た
い
は
ば
特
殊
分
野
に
終
に
学
会
が
結
晶
し
た
と
と

は
訓
点
語
学
の
意
義
そ
の
も
の
L

象
徴
で
あ
ろ
う 。
相
互
の
資
料
紹
介
中
諸

種
の
報
告
を
づ
み
重
ね
て 、
や
が
て
と
の
学
会
か
ら

様
K
の
よ
き
成
果
が
生

れ
る
と
と
を
期
待
す
る。
ζ
の
学
会
が
内
に
も
外
に
も
む
か
う
と
と
を
心
か

ら
ね
が
う
ζ
と
で
あ
る。
訓
点
関
係
の
誇
論
文
の
発
表
も
多
く 、

資
料
の
調

査・
報
告
の
類
で
は「
高
山
寺
繍
動
上
生
経
賛
古
点
に
関
す
る
調
査
報
告」(
国

語
学
十
一
)
中
田
祝
夫
氏・
築
島
裕
氏 、
「
石
山
寺
守
護
国
界
主
陀
終
尼
経
の

訓
点」
(
国
語
国
文
二
十
二
ノ

十一
〉「
石
山
寺
本
法
華
義
琉
の
訓
点』
(
島t
根

大
学
論
集
三)
以
上
何
れ
も
大
坪
併
治
氏
が
あ
り 、

春
日

政
治
博
土
は
「
法

華
経
玄
賛
の
古
点
に
つ
い
て」
(
文
芸
と
思
想
七)
に
於
て
石
山
寺
旧
蔵
の

も
の
に
つ
き 、
仮
名
遣
及
仮
名
字
体
浴
草
史
料
の
修
正
・

精
充
を
さ
れ
た 。

そ
の
他
特
定
テ
1

7
の
研
究
で
は「『
也』
字
の
訓
に
つ
い
て」
(
十
月
東
京
国

語
学
会
研
究
発
表
会)
春
日
和
男
氏
が
あ
る。
渓
文
に
於
て
は
本
来
助
辞
で

あ
っ
た
「
也」
字
が
「
な
り」

の
定
訓
を
与
え
ら
れ
る
前
の
状
態
の
考
察
で

あ
る。
「
漢
文
訓
読
史
上
の一
問
題
i

再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
l」

m
向

上
発
表
会)
は 、
小
林
芳
規
氏
が
平
安
初
期
の
訓
占…
に
は
な
か
っ
た
再
読
字

昭和二十八年に於ける 国語学界の展望
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の
成
立
過
程
を
論
じ
ら

れ
た
も
の
で 、
再
読
字一
個
の
問
題
で
は
な
く 、

肯

定
・

否
定
の
如
何
に
か
L

わ
ら
ず
訓
点
史
会
体
に
関
係
す
る
会
体
的
視
野
の

一
角
を
占
め
る
も
の
に
発
展
し
て
ゆ
こ
う 。
同
じ
く

小
林
氏
は
「
い
は
ゆ
る

主
格
助
詞『
い』
は
副
助
詞
と
考
ふ
べ
き
で
あ
る」(
国
語
ニ
ノ
ニ一一一
四
合
併)

を
発
表
さ
れ
た
が 、
殆
ど
同
じ
う
し
て
発
表
さ
れ
た
稲
垣
瑞
穂
氏
の
「
古
訓

点
に
あ
ら
は
れ
た
星
点
の
『
イ』」
(
国
語
国
文
二
十
二
ノ
十
一
)
と
比
べ
あ

わ
せ
る
と
甚
だ
興
味
深
い 。
小
林
氏
は 、
「
イ」
は
そ
の
種
h
の
あ
ら
わ
れ

方
の
整
理
の
結
果 、
副
助
詞
か
と
推
定
さ
れ 、
稲
垣
氏
は
「
イ」
が
指
摘
性
再

現
説
明
り
意
味
あ
る
と
と
を
文
脈
か
ら
と
ら
え
よ
う
と
さ
れ
る。
一
の
誇
の

哀
の
理
解
へ
の
両
面
か
と
恩
わ
れ
る。
い
ず
れ
に
せ
よ 、
訓
点
語
自
体
の
歴

史
性
へ
の
着
限 、
用
例
の
哀
の
解
釈
に
つ
い
て
の
反
省
を
経
て
文
法
体
系
を

樹
て
る
こ
と
は
望
ま
し
い
が 、
い
か
な
る
視
点
に
た
っ
口問
調
論
を
適
用
す
る

か
に
つ
い
て
は
十
全
の
理
論
的
準
備
が
必
要
で
あ
ろ
う
し 、
叉
そ
れ
は
さ
て

お
い
て
当
面
の
場
的
理
解
が
目
的
で
あ
っ
て
も
結
局
は
そ
れ
を
目
的
と
せ
ね

ば
理
解
も
叉
困
難
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う 。
と
の「
イ」
問
題
は
訓
点
資
料
研

究
の
も
つ
種
々
の
性
格
を
端
的
に
語
る
よ
う
で
あ
る。
物
語
文
学
の
方
で
も

と
の一
年
間
に
様
K
の
仕
事
が
あ
っ
た 。
中
で
喜
ば
し
い
の
は
池
田
亀
銭
博

士
を
中
心
と
し
て
宗
氏
物
語
大
成
金
六
巻」
(
中
央
公
論
社)
が
校
異
篤
二

巻 、
索
引
篇一
巻
が
出
版
さ
れ
た
ζ
と 。
こ
う
い
う

基
礎
の
上
に
た
ワ

て
今
後

の
源
語
学
乃
至
は
中
古
国
語
学
は
大
い
に
発
展
す
る
ζ
と
で
あ
ろ
う 。

誇
論

文
で
は
ま
ず「
源
氏
物
語
の
助
詞
接
続
計
数
表
伺」ハ
国
文
学
論
叢
四)
中
川
浩

-
文
氏 、
「
隆
能
源
氏
絵
詞
に
於
け
る
『
御』」
(
冨
語
国
文
二
十
二
ノ

八)
伊
吹

利
子
氏
が 、
用
例
の
整
理
を
行
っ
て
い
る。
「
御」
に
ヲ
い
て
は 、
か
な
が
き

漢
字
が
き
の
各
用
例
調
査
か
ら

暗部
分
け
の
基
本
方
針
が
採
ら

れ
て
い
る。
佐

伯相棒
有井氏の「家の
そ
れ」
ハ国語学十三・
十
四〉と
「はさ
みと
み」
ハ国

諸
国
文
二
十
二
ノ a
一
)
は 、
文
献
の
扱
い
に
対
す
る
従
来
の
劉一
主
義
に
対

し
て 、
挿
入
部
に
よ
る
連
結
中
断
ゃ
い
わ
ゆ
る
文
法
で
わ
P
き
れ
ぬ
も
の
の

取
扱
い
を
考
え
ら

れ
た
が 、
本
年
度
も
引
続
き
国
語
国
文
誌
上
に
絞
っ
た
遠

藤
嘉
基
博
士
の
「
新
講
和
泉
式
部
物
語」
な
ど
に
み
え
る
解
釈
と
あ
わ
せ
思

う
時 、
共
に
「
文」
の
哀
の
把
握
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
新
し
い
み
か
た
を

思
う 。
中』白
誇
或
い
は
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
の
敬
語
論
議
は
大
そ
う

盛
で 、

「『
ま
を
し
た
ま
ふ』
の
意
義」
ハ
国
語
と
国
文
学
六
月U
を
三
宅
清
氏
が
論

ぜ
ら

れ 、
同
誌
十
二
月
に
ば
そ
れ
に
対
す
る
意
見
と
し
て
時
枝
誠
記
博
士
の

「『
申
し
た
ま
ふ』
に
つ
い
て
の
考」
が
あ
る。
一
は
い
わ
ば
事
柄
か
ら
の
想

定
で
あ
り 。

一
一は
敬
語
体
系
そ
の
も
の
L
内
部
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

が 、
そ
れ
ぞ
れ
に
議
論
は
発
展
す
る
で
あ
ろ
う 。
誤
解
を
極
力
避
け
て
な
ら 、

と
の
穫
の
伊
り
と
P
は
中
々
意
義
あ
り
と
恩
わ
れ
る。
そ
の
他
で
は
「
源
氏

物
語
に
あ
ら
は
ら

れ
た
『
給
ふ
る』
と『
侍
り』」

(
国
語
国
文
二
十
二
ノ
十U

伊
藤
和
子
氏
が
あ
っ
て 、
給
ふ
る
も
待
P
が
辞
で
あ
る
以
上
辞
的
で
あ
る
と

の
べ
ら

れ
た 。
他
の
文
法
面
を
扱
っ
た
も
の
は
長
船
省
吾
氏
の
「
助
動
詞

『
け
り』
の
意
味
に
ヲ
い
て ー」
(
十
月
東
京
国
語
学
会
研
究
発
表
会) 、
北
山

鈴
太
氏
の
「
助
詞
の
省
略 、
係
結
な
ど」
(
国
語
主
国
文
学
入
居
可
宮
田
和

一
郎
氏
の
「
時
の
助
動
詞
『
た
り』」

(
平
安
文
学
研
究
十
二) 、
「
丸
話
消
息

文 、
動
詞『
ま
か
づ』」
(
同
上
十一
) 、
真
鍋
次
郎
氏
の
「『
ら
む』
の
意
味」

ハ
愛
媛
国
交
研
究
二)
等
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
た 。
叉 、
「『
ぺ
ら
な
p』

に
つ
い
て」
(
平
安
文
学
研
究
十
一
)
で
安
部
秀
子
氏
は
「ベ
ら」
は「
め
p」

が
「
む
十
p」
で
あ
る
如
〈 、

「
推
量
の
ベ
十
存
在
指
定
の
p」
で
あ
p 、

め
り
と
べ
り
は
m
b
の
対
立
で
位
相
差
を
表
す
と
さ
れ
た
が 、
山一
か
問
題
が

あ
る
か
に
思
わ
れ
る。
ス
タ
イ
ル
文
章
生寸
の
点
に
つ
い
て
は「
源
氏
物
語・
枕

草
子
の
助
朝刊」(
解
釈
と
鑑
賞
十
二)
宮
回
和一
郎
氏
が
あ
る。
枕
と

源
氏
の
文
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体
差
は
助
詞
の
使
用
法
で
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
と
を
託
さ
れ
た 。
林

和
比
古
氏
に
は
「
枕
草
子
に
お
け
る
描
写
文
と
判
断
文」
(
阪
大
南
比
校
研

究
集
録一)
が
あ
る 。
阪
倉
篤
義
氏
ば
「
歌
物
語
の
文
章
ー

な
む
の
係
り

結
び

を
め
?
っ
て
|」

(
国
語
国
文
二
十
ニ
ノ
六)
を
発
表
さ
れ
た
が 、

係
助
詞

「
な
む」
の
表
現
価
値
を
手
が
か
り
と
し
て 、
左
註
↓

左
註
的
罰
金百
↓

歌
物

語
の
系
列
を
さ
ぐ
っ
た
も
の。
い
わ
ば川
文
法川
的
微
標
か
らげ

文
体げ
の

問
題
に
も
到
達
し
た
興
味
あ
み
論
で 、
標
題
以
外
に
提
示
さ
れ
る
問
題
も
数

多
い
の
で
あ
る。
語
実
方
面
で
は
「
源
氏
物
語
の
『
う
つ
く
し』
と
『
ら
う

た
し』」(
平
安
文
学
研
究
第
十
一
輯)
大
塚
日一
氏
と
『『
さ
う
し
の
か
み』
『
ら

う
た
し
・
う
つ
く
し

孜』
|

源
氏
物
語
の
用
語
に
つ
い
て」
(
徳
島
大
学
学

芸
組
要
三)
宮
城
文
雄
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
立
場
で
あ
ら
わ
れ
て
興
味
深

か
っ
た 。
以
上
の
物
語
関
係
以
外
に
は 、
奥
村
三
雄
氏
「
音
節
と
ア
ク
セ
ン

ト
l

呉
奇
声
調一
の
国
語
化
l」

(
国
語
国
文
二
十
二
ノ
十)
が
見
え
る。
日

本
語
に
於
て
上
昇
音
節
が
存
在
し
が
た
い
と
い
う
ア
ク
セ
ン
ト

上
の
事
実
が

国主自
の
去
声
調
と
の
接
触
に
及
ぼ
し
た
問
題
を
と
P
あ
げ 、
明
確
周
到
な
立

論司記
さ
れ
た 。
品問 、
線
刻
と
し
て
は
源
氏
物
語
絵
巻
詞
書(
国
語
国
文 一
二
十
ニ

ノ
八〉
が
あ
る。
更
に
覧
元
本
和
泉
式
部
物
語ハ
平
安
文
学
研
究)
も
あ
る。

そ
の
外 、
塚
原
鉄
雄
氏
の
手
で
竹
取
物
語
の
語
桑
索
引
が
出
来
た
乙
と
も
嬉

し
い
(
三
色
撃
の
会 、
勝
写
印
刷〉 。

(
中
世
・

近
世)
「
海
道
記
に
及
ぼ
せ
る
四
六
文
の
影
響

l
字
法
・

対
偶
法

を
中
心
と
し
て
l」

(
国
語
と
国
文
学
七
月〉
で
は
松
井
栄一
氏
が
四
六
文

の
忠
実
な
再
現
で
あ
る
海
道
記
に
つ
い
て
考
え
ら

れ 、

佐
藤
喜
代
治
氏
は

「
平
家
物
語
と
記
録
体
の
文
章」
(
文
芸
研
究
十
五)
に
於
て 、
平
家
物
語
が

純
正
な
漢
文
よ
り
も
記
録
体
の
文
一要
素
が
深
〈
し
み
ζ
ん
で
い
る
と
と
を 、

語
法 、
語
妻 、
新
進
語 、一
宛
字
等
に司ね
た
り

適
礁
に
実
冠
さ
れ
た 。
「
室
町

昭和二十八年に於ける国語学界θ，展望

時
代
に
於
け
る
活
用
語
の
笑
態」
(
国
語
国
文
学
和
要
三〉
井
上
章
氏
は 、
天

草
本
伊
曾
保
物
語
を
材
料
と
し
て
活
用
語
の
用
例
整
理
を
行
わ
れ
た 。
詳
細

な
調
査
で
あ
る
が ‘
例
え
ば「
な」
に
す
る
係
絡
が
乱
れ
た
例
は
な
い
と
い
う

よ
う
な
記
述
か
ら
は 、
「
な」
な
し
で
文
末
の「
そ」
の
み
で
禁
止
表
現
を
行
っ

た
例
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
に
く

い 。
叉 、
殆
ど
同一
意
義
を
表
現
す
る

と
思
わ
れ
る
に
も
か
L

わ
ず 、
例
え
ば
下
二
段
ア
ヤ
ジ
ム
件 、
四
段
ア
ヤ
ジ

ム
が
共
存
オ
る
と
い
っ
た
事
実
も
附
記
し
て
ほ
し
い 。
中
世
の
語
学
資
料
の

線
刻
'と
し
て
は
柊
源
一
氏
の
手
に
な
る
「
さ
ん
た
ま
P
あ
の
ら
た
に
あ
す 、

さ
ん
た
ま
り
あ
の
お
ひ
し
よ」
(
国
語
国
文
二
十
二
ノ
十
可
高
羽
五
郎
氏
の

誇
労
作
「
昏
喰
尽
二」寸
森
田
武
編
元
和
本
下
学
集
索
引」
「ロ
ザ
リ
オ
の
経

E」
等
が
あ
る。
近
世
関
係
は
「
仙
台
但
言
考ハ
上)」(
文
芸
研
究
十
四)
浅

野
健
二
氏 、
「
江
戸
詰
の
音
韻
と
東
国
方
言」
(
国
語
ニ
ノ
二
三
四
合
併)
福

島
邦
道
氏 、
「
函
鶴
用
語
小
考」
「
向
上)
前
回
金
五
郎
氏 、
「
江
戸
誇
資
料

と
し
て
の
江
戸
小
哨」
(
桐
朋
女
子
学
園
紀
要=一)
池
上
拐
彦
氏 、
「
江
戸
語

に
お
け
る
語
連
接
上
の
音
韻
現
象
l

浮
世
風
呂
・

浮
世
床
を
資
料
と
し
て

l」
ハ
お
茶
の
水
女
子
大
人
文
科
学
記
要
四)
松
村
現
氏
等
が
あ
る。
福
島
氏

の
も
の
は
様
h
の
資
料
を
広
〈

適
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る。
松
村
氏
の
は
詳

細
な
調
査
の
結
果
で
あ
る
が 、
個
K
に
多
少
と
も
説
明
主
加
え
ら

れ
る
場
合

今
少
し
史
的
な
観
点
で
み
て
頂
け
た
ら
と
思
う 。
例
え
ば
接
続
助
詞
「
ば」

に
相
当
す
る
も
の
が
形
容
詞
及
び
打
消
助
動
詞
「
ぬ」
の
未
然
形
「
ず」
に

速
な
る
場
合
ナ
ベ
て
「
は」
と
表
記
さ
れ
る
云
々
の
あ
た
p 、

或
い
は
「
な

け
P
や
1」
を
「
な
け
れ
ば」
の
単
な
る
敵
合
現
象
と
説
か
れ
る
あ
た
P
で

あ
る。以

上
は
主
と
し
て
各
時
代
に
焦
点
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
が 、
各
時
代
に

お
た
っ

て
論
述
さ
れ
た
も
の
に
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る 。
「
短
歌
音
調
之
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国
語
音
韻
史
と
の一
問
題
l

字
余
p
匂
と
そ
の
音
価
に
関
し
て
1」

(
短
歌

研
究
十
ノ
九)
中
田
祝
夫
氏 、
平
安
後
期
以
後
の
オ
・
ヲ
が
当o
に
帰
し
た

と
と
を
前
提
と
し
て
字
余
P
を
論
じ 、
君。
な
ら
ば
苦
と
同
じ
く

字
余
p

に
な
ら
ぬ
答
な
の
が
事
実
は
そ
の
反
対
で
あ
る
の
は 、
前
時
代
の
和
歌
の
伝

統
的
な
語
句 、
成
勾
の
踏
襲
の
結
果
で
あ
る
と
さ
れ
た 。
「
語
音
結
合
の
型

よ
り
み
た
擬
音
語
・

擬
容
諮
ー

そ
の
歴
史
的
推
移
に
つ
い
て
i」

ハ
国
語
国

文
学一
月)
森
田
雅
子
氏 。
日
本
語
に
お
け
る
音
象
徴
が
如
何
な
る
型
の
存

在
を
経
て
来
て
い
る
か 、
各
文
献
資
料
を
網
羅
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
の
確

実
な
調
査
で
あ
p 、
ζ
の
種
の
研
究
領
域
に
益
す
る
と
と
ろ
が
多
か
っ
た 。

「『
ゃ
う
中
う』
か
ら
『
や
っ
と』
へ
」
(
人
文
研
究
四
ノ
六)
浜
田
敦
氏 、

古
く
か
ら
あ
っ
た
「
ゃ
う
中
う」
と
い
う

語
が
ど
ん
な
意
味
変
化
を
辿
っ
て

終
に
は
現
代
語
の
「
ヨ
I

ヤ
タ」
「
ヤ
ッ
ト」

に
落
着
い
た
か
を 、
文
脈
に

よ
る
意
味
変
化 、
同
義
語
と
の
戦
い 、
他
語
と
の
混
滑
等
の
理
由
に
よ
ワ
て

論
じ
ら

れ
た
も
の。
「
副
詞」
と
い
う
も
の
は
文
法
的
に
も
意
味
的
に
も
種

h
の
問
題
が
あ
る
も
の
で
あ
る
が 、
こ
れ
ら

一
語
一
語
の
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題

の
追
求
の
あ
と
に
再
び
副
詞
そ
の
も
の
L 、

或
い
は
言
語
そ
の
も
の
L

あ
る

命
題
が
浮
ぴ
上
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

そ
の
他
漢
語
を
扱
っ
た
も
の
に
山
田
俊
雄
氏
の
「
漢
語
研
究
上
の一
問
題

|
鮫
僚
を
あ
ぐ
っ
て
l」

ハ
国
語
と
国
文
学
十
一
月
可
亀
井
孝
氏
の
「
雁」

(
文
芸
と
思
想
七)
が
あ
る 。
山
田
氏
は
従
来
の
抽出
語
研
究
の
方
法
論
的
反

省
を ，
生
み
出
す
幾
ヲ
か
の
条
項
を 、
依
鍛
な
る
一
単
語
の
周
辺
か
ら
と
P
出

さ
れ
た 。
叉 、
亀
井
氏
は 、
か
り
↓
が
ん
の
変
化
の
考
察
の一
端
を
示
さ
れ

た
が
「
が
ん」
と
い
う

一
見
字
音
諸
に
み
え
る
語
象
が
「
か
り」

に
と
っ
て

か
わ
っ
た
の
は 、
日
本
語
か
ら
漠一
諾
へ
の
変
化
で
な
く 、

「
か
り」
な
る
形

そ
の
も
の
が
「
が
ん」
を
生
み
出
し
た
の
だ
と
い
う
と
と
で
あ
る 。
そ
の
底

e
に
は 、
日
本
語
の
生
活
に
於
け
る
非
常
に
複
雑
な
一
種
の
箆
語
の
あ
p

方
の

考
祭
が
合
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う 。
と
の
二
つ
の
論
文
か
ら
は 、
従
来
の
国
語

史
研
究
に
於
て
は
あ
ま
p

浮
び
よ
ら
な
か
っ
た
ラ
ジ
ガ
1
ジ
ュ
と
い
う
よ
う

な
こ
と
ば
が
聯
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
が 、
そ
れ
と
関
聯
し
て
池
上
蹴
造
氏
の

「
自
筆
本
の
誤
字」
(
国
語
国
文
二
十
二
ノ
十)
の
問
題
が
思
わ
れ
る 。
自

筆
本
の
誤
脱
と
い
う
函
在
手
が
か
P
と
し
て 、
課
題
と
し
て
の
文
学
史
在
暗

示
す
る
も
の
で
あ
る
が 、
「
文
字
生
活 、
及
び
そ
の
環
境」
と
い
う
よ
う
な

概
念
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
ζ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
二
十
八
年
度
の
さ
ま

ぎ
ま
の
す
守

れ
た
研
究
成
果
中
の一
つ
の
色
彩
を一示
す
も
の
で
あ
ろ
う 。

片
手
落
の
の
べ
方
を
し
て
き
た
に
ち
が
い
な
い
と
と
を
恥
じ

つ
つ 、
全
体

を
考
え
て
み
る
と 、
日
本
語
の
歴
史
中
上
代
宇
中
古
は
い
づ
も
い
つ
も
論
文

量
が
甚
だ
多
く 、

従
ワ
て
多
〈
の
角
度
か
ち

な
が
め
ら
れ
て
い
る 。
そ
れ
に

反
し 、
中
世
以
降
は
霊
も
少
〈 、

従
ワ
て
各
発
表
者
は
些一
か
孤
軍
部閣
闘
的
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
る 。
従
来
の
伝
統
的
事
実
を
思
う
時
当
然
の

事
態
で
は
あ
る
が 、
被
行
的
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
以
上 、
一
刻
も
早
く

資

料
の
よ
き
整
額
と 、
然
る
べ
き
限
と
を
具
え
て 、
各
時
代
等
し
な
み
の
成
果

が
あ
げ
ら

れ
れ
ば
よ
い
と
思
う 。
夏
に
叉 、
言
語
的
な
歴
史
概
念
の
樹
立
中

変
化
そ
の
も
の
L

追
求
が
今
少
し
考
え
ら

れ
で
も
よ
い
頃
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
左
思
う 。

二
十
九
年
度
の
一
層
の
発
展
を
原
い
つ
L

拙
い
筆
を
お

1
西
京
大
学
助
教
授
l

附
記 。
二
十
七
年
度
に
於
て
口
頭
発
表
と
し
て
と
P
あ
げ
ら

れ
た
も
の
は

二
十
八
年
度
に
文
字
に
さ
れ
で
も
と
P
あ
げ
な
か
っ
た 。

又
本
年
度
で
略
同
一
内
容
の
も
の
が
口
頭 、
文
字
両
方
あ
る
と
き
は
文

字
の
方
に
従
っ
た 。
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